
【別紙２】 
地域魅⼒向上・発信事業計画に基づく事業 評価報告書 

 
１．基本情報 

２．事業における目標と達成状況 

アウトプット アウトプットの達成状況 
① 大熊町、富岡町、楢葉町、広野町の４町連携で、全国の高校生を対象としたスイー

ツ作りコンテストを開催︓年１回 
② 大熊町産キウイを使ったスイーツの商品開発︓年１種類 
③ 東京都内において大熊町、富岡町、楢葉町、広野町の４町連携で、各町農産物を

使ったスイーツ（生菓子）を販売するイベント開催︓年１回 
④ 上記のコンテスト、フェスティバル等の情報発信︓年 30 回以上 
⑤ 大熊町産キウイを使ったスイーツ（土産物）を販売するイベントを開催又は参加︓年

１回 

① 大熊町、富岡町、楢葉町、広野町の４町連携で、全国の高校生を対象としたスイー
ツ作りコンテストの開催︓スイーツ甲子園ふくしまチャレンジカップ（2024/8/20） 

② 大熊町産品（キウイ）を使ったスイーツの開発︓３色キウイのミルフィーパフェ 
③ 大熊町、富岡町、楢葉町、広野町の４町が連携し、各町産品を使ったスイーツを販

売するイベント開催︓ふくしまスイーツフェスティバル（2025/2/21〜2/24） 
④ 情 報 発 信 数 ︓ 371 回 、 BS 放 送 番 組 の 制 作 ・ 放 送 （ 2024/9/29 、

2024/11/24） 
⑤ 販売は一部のみだったものの、キウイを使ったお土産「シカクイキウイ」をお披露目した。 

アウトカム アウトカムの達成状況 
・大熊町が発信する情報への接触者数︓年 300 万人以上 
・大熊町産キウイを使用したスイーツの販売︓1100 ⾷程度 
・大熊町キウイの産出額︓500 万円以上 
・キウイ栽培の営農再開または新規就農２件以上 
 

・メディア PV 数 10,350、バナー遷移数 23（2025/3/7〜3/24） 
・イベント内で 1,000 ⾷完売 
・作付から成実まで期間があるため果実産出額︓０万円/年 
※令和７年度末の作付⾯積︓７ha（キウイ 790t 収穫可能）、福島県産キウイの価
格は１t あたり 600 円〜850 円で卸売されているため、⾒込額約 4 億 7000 万円 

事業番号 事業名 
A－１ 自治体連携によるスイーツ作りコンテストの開催及び各自治体産品を使ったスイーツの開発・販売による大熊町の魅⼒発信事業 

自治体名 経費区分（該当区分に○を⼊⼒） 
大熊町 ①情報発信事業 ②外部人材活用 

関連施設の
改修 事業実施年度 ⅰ風評動向調査 ⅱ体験等企画実施 

ⅲ情報発信コンテン
ツ作成 

ⅳポータルサイト構築 
ⅰ企画⽴案のための

外部人材の活用 
ⅱ地域の語り部の育

成 
R６年度  〇 〇     
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・キウイ栽培の営農再開（新規就農）︓１件 

 
３．事業内容の詳細 
具体的な取組内容の実績 
１． 令和６年度自治体連携によるスイーツ作りコンテストの開催及び自治体産品を使ったスイーツの開発・販売による大熊町の魅⼒発信事業 
①実施期間︓令和６年４⽉〜令和７年３⽉ 
②事業委託先︓株式会社 産業経済新聞社 
③実施場所︓福島県（J ヴィレッジ（広野））及び東京都（代々木公園）  
④精算払額︓21,995 千円  
⑤実施内容︓大熊町、富岡町、楢葉町、広野町の４町連携で、全国の高校生を対象としたスイーツ作りコンテストを開催した。 
         大熊町の特産品のキウイを使ったスイーツを開発した。 
         大熊町、富岡町、楢葉町、広野町の４町連携で、各町産品を使ったスイーツを販売するイベントを開催した。 
         産経新聞社及び他メディアで情報発信を⾏い、BS 放送番組の制作・放送を⾏った。 
         大熊町特産品のキウイを使った土産品「シカクイキウイ」を開発し、お披露目を⾏った。 
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⑥上記⑤の実施内容が確認できる写真 

 

 
写真上段左︓令和６年度スイーツ甲子園ふくしまチャレンジカップ 
写真上段中央︓大熊町産キウイを使って開発した「３色キウイのミルフィーパフェ」 
写真上段左︓令和６年度ふくしまスイーツフェスティバル in 代々木公園の様子  
写真下段左︓産経新聞令和７年２⽉１４⽇紙⾯ 
写真下段中央︓BS 放送番組の制作・放送 
写真下段右︓「シカクイキウイ」お披露目会 

 


